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　歌

あ
と
少
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黙
々
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振
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仕
事

　
　
　
　
　
　
　　神
戸
上
　柴
田
　篤
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と
ん
が
り
帽
子
の
小
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居
そ
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開
の
ミ
ニ
ひ
ま
わ
り
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　　茶
　屋
　長
谷
川
由
美
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ひ
と
休
み
目
の
前
の
黄
蝶
た
わ
む
れ
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ま
た
作
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野
菜
を
土
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還
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農
の
性
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成
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ぎ
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瓜
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す
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涼
し
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が
吹
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赤
ト
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ボ
踊
る
稲
田
を
舞
台
に
し
て

　茶
　屋
　岸
本
　治
枝

露
に
鮮
や
か
な
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
朝
を
間
引
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　　茶
　屋
　木
山
　操
子

埃
の
よ
う
な
レ
タ
ス
の
種
蒔
く
指
先
の
感
触

　
　　茶
　屋
　小
林
　道
子

盆
踊
り
く
じ
景
品
の
あ
り
が
た
し

　
　
　

  

　
　
　神
戸
上
　笹
間
　玲
子

風
に
ゆ
れ
今
一
斉
の
蕎
麦
の
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　宮
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　田
辺
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志
美

光
さ
す
庭
飾
り
ゆ
く
萩
の
花
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黒
の
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夫
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閉
ざ
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育
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　木
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佐
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俳
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会
編
集
室

い
く
ば
く
を
残
す
景
か
と
朝
光
の

　
　
　露
に
し
だ
る
る
穂
波
に
佇
て
り

宝
　谷
　横
谷
　秀
子

「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

　手
の
動
き
や
顔
の
表
情
で
意
志
を
伝
え
る
手
話
。
鳥
取

県
で
は
手
話
言
語
条
例
制
定
後
、
手
話
を
見
か
け
る
機
会

が
増
え
て
い
ま
す
。

 

日
南
町
手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
１
ヶ
月
に
２
回
の
ペ
ー
ス

で
基
本
的
な
手
話
の
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

 

手
話
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
一
緒
に
手
話
を
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
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３
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（
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）
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　未
定

【
お
問
い
合
せ
先
】
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　浅
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美
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９
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７
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１
８
８
７)

「手話表現には、色々な表現方法があります。」

チ
ョ
ウ  

ズ   

バ
チ

ボ
ウ
フ
ラ

と

　町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
今
月
、
合

併
後
昭
和
34
年
７
月
か
ら
発
行
を
開
始
し
た
、
広
報
に

ち
な
ん
が
９
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
節
目
の
年

に
、
広
報
に
ち
な
ん
も
節
目
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ま
た
１
０
０
０
号
に
向
け
て
発
行
を
続
け
て

い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
取
材
等
に
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　ま
た
、
町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
に
併
せ
て
、
昨

年
友
好
に
関
す
る
覚
書
を
交
わ
し
た
モ
ン
ゴ
ル
国
ゾ
ー

ン
モ
ド
市
か
ら
、
ム
ン
ク
バ
ド
ラ
ル
市
長
を
は
じ
め
４

名
の
方
が
初
め
て
来
町
さ
れ
ま
し
た
。
訪
町
団
の
皆
様

に
は
、
記
念
式
典
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ム
ン
ク
バ
ド

ラ
ル
市
長
か
ら
は
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の

訪
問
で
は
、
記
念
式
典
へ
の
参
加
だ
け
で
は
な
く
農
業

体
験
や
町
内
企
業
の
視
察
な
ど
も
さ
れ
日
南
町
に
つ
い

て
知
っ
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
交
流
の
深
化
に
向
け
て

動
き
出
し
ま
し
た
。
そ
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
改
め
て

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　今
月
も
一
句

　「
日
南
の

　歴
史
と
歩
む

　広
報
に
ち
な
ん
」
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11
月
の
日
程

あ
さ
か
げ

鈩
塚

　先
人
の
知
恵
蘇
が
え
る

　
　
　時
代
を
越
え
よ

　母
な
る
海
へ

下
石
見
　浅
川
　三
郎

た
た
ら

左手の手の平を下に向け
て指失を右にする。
右手の親指を立てて左手
に乗せる。
両手を上にもち上げる。

左手の手の平を下に向け
て指失を右にする。
右手の小指を立てて左手
に乗せる。
両手をもち上げる。

「
天
皇
」

「
皇
后
」


